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石見銀山御料宅野浦における廻船商売に関する一考察 
 
A Study on the regional characteristic of the shipping at the Small Port Town, 
Takuno-ura in the Edo period 
 




















































表１ 石見銀山御料の港町における廻船数（1791 年） 
郡   浦名    
廻船数（艘） 
20 石 






  以上 
那賀郡 江田浦(江津) 
    塩田浦 
    浅利浦 
尾濱浦 
    黒松浦 
邇摩郡 今 浦 
   吉 浦 















  新田浦 
 柳瀬浦 
  久手浦 




























































































































































写真 1 文政 13(1830)年「耕地麁絵図 御代官所石見国邇摩郡宅野村」(部分） 
（大田市仁摩町宅野 藤間要二郎家所蔵） 
辛   島   
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3.  18世紀前期における宅野村増屋の経済活動 
 















代庄右衛門の代の「貴船丸」は 110 石積 11 反帆 7 人乗りで
あった．1757(宝暦 7)年の同種の証文には 2 代茂七の貴船丸
は 130 石積 11 反帆 7 人乗りと記載されている［22］．
1769(明和 6)年，1777(安永 6)年の両度の改めでは，3 代茂
七の持ち船は，船名は同じく貴船丸であったが，240 石積














































一、銑百駄定  但、正味三拾貫め入 
   此敷新銀三貫目定 
   但シ大坂上着迄一ヶ月弐歩也 














































一、扱苧三拾丸定   但、正味拾四貫五百目入 
此敷銀弐拾目 



















この時には，割鉄 10 貫目入り 30 束（約 1,140kg）のほか
に，同じく石見国の特産物のひとつであった扱苧も 30 丸





































































銀借り人 雲州塩冶 布野市郎右衛門 
























































































































銑売主 きつき町 藤間屋惣兵衛 
証人  同村   嘉 兵 衛  
請相人 同村   藤間喜太郎 
石州宅野 増屋茂七殿 






























宛てた 11 月 27 日付の書状には，前日夜に南佐木鈩（邑智
郡川本町南佐木）と商談した結果，銀 30 匁 5 分の値（おそ



























かぶりはりかへ代」「297匁 3分 金屋嘉兵衛殿 なへ代」








































































庄 屋 甚 七  





























































































































































月二日 石州迩摩郡内宅野村御縄打水帳」外 5冊． 



































［22］大田市仁摩町宅野 泉茂行家文書 享保 10 年巳正
月「宅野浦庄右衛門船百拾石積拾壱端帆船船頭水主
七人乗巳年宗旨改書． 
［23］泉茂行家文書 安永 3 年「貴船丸新造雑用目録」． 
［24］前掲［15］，p.862． 
［25］大貫 中村久左衛門家文書 正徳 4 年「銀山御料御
立山反別并請方覚帳」． 
［26］泉茂行家文書 元文 4 年未正月｢拝借仕銀子之事」． 
［27］泉茂行家文書 元文 3 年 9 月「相渡申一札之事」． 
［28］泉茂行家文書 午 7月「御尋ニ奉申上候御事」． 
［29］泉茂行家文書 寛保元年 10 月「為替申銀子之事」． 
［30］泉茂行家文書 宝永 7年「口上之覚」． 
同家文書 享保 2 年｢乍恐以書附御断申上候御事｣． 
［31］大社町史編集委員会編(1991)：『大社町史 上巻』,
大社町，pp.731-737． 












［37］吉岡家文書 慶長 10 年 10 月「大久保長安諸役者
申付状」(『江戸幕府石見銀山史料』,pp.101-103）． 
この史料によれば，吉岡右近には，そのほかに「石
州より佐渡へ越鏈」「盗賊喧嘩火付とくかい」「惣
前わり物」の担当が割り当てられていた． 
［38］庄司久孝(1951)：鑪の経営形態より見たる出雲、
石見の地域性，島根大学論集 人文科学１，pp.1-24． 
